
 

 

                                       2022 年 3 月 31 日 

                               株式会社 三城ホールディングス 

 

第四回「ロービジョン・ブラインド 川柳コンクール」 

優秀作品および入選作品を発表 

 

当社子会社で「パリミキ」「メガネの三城」を展開している株式会社 三城（本社：東京都港区、代表

取締役社長：澤田将広）は、2022 年 3 月 29 日に第四回「ロービジョン・ブラインド 川柳コンクー

ル」の優秀作品および入選作品の発表をいたしました。 

 

【ロービジョンへの取り組み】 

病気や怪我などのために十分な視力が出ない、視野が狭くなるなどの状態を「ロービジョン」

(弱視、視覚障害含む)といい、視覚障害者手帳の保持する人数は現在約 31 万人ですが、潜在的

にはおよそ 164 万人にも上るといわれ、高齢化が進むとさらに 200 万人を超えると予想されて

おります（日本眼科医会発表）。 

私ども三城グループでは、SDGs の取り組みのひとつとして、毎年ロービジョン・ブラインド川

柳コンクールを開催しております。この取り組みは、視覚障害の当事者だけでなく、サポートす

るご家族やトレーナー、さらには一般の方々が、それぞれの立場で視覚障害に関連した川柳を作

ることをきっかけに、お互いの立場や環境の違いを理解し、社会全体で共有・共感できることを

目指しております。 



【第四回 ロービジョン・ブラインド 川柳コンクールについて】 

応募総数: 2,954 作品 

審査委員長: 八木 健 先生   元 NHK アナウンサー、NHK「俳句王国」の司会を 10 年担当 

コンクール特設サイト: https://www.paris-miki.co.jp/lv-senryu/ 

 

第四回を迎え、過去最多の応募総数となりました。特に一般部門の応募数が前年より 3 割も 

増えました。 

回数を重ねるごとにこのコンクールが多くの方に認知され、共感を広げていることを実感して 

おります。 

 

【三城の SDGs】  

2015 年 9 月の国連サミットにおいて、持続可能な世界を実現するため、2030 年を達成年度と

定めた 17 のゴール・169 のターゲットから構成された国際社会共通の目標・SDG

（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）が採択されました。 

三城はその理念に共感し、SDGs の指針に沿った「三城だから出来ること」をグループ全体で考

え、事業活動と社会活動を通じて持続可能な社会の発展に貢献し、企業価値の向上に取り組んで

まいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆会社概要 

会 社 名：株式会社 三城ホールディングス 

設 立：1950 年 1 月 27 日   

代 表 者：代表取締役社長 澤田 将広 

資 本 金：59 億 107 万 5 千円 

U R L: https://www.paris-miki.com/ 

 

https://www.paris-miki.com/hd/csr/sdgs/ 

https://www.paris-miki.co.jp/lv-senryu/
https://www.paris-miki.com/
https://www.paris-miki.com/hd/csr/sdgs/

